
代
表
質
問

さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問

さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替

え
整
備
に
係
る
、
用
地
の
面
積
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答

保
健
福
祉
部
長　
建
て
替
え
整
備

に
係
る
開
発
区
域
面
積
は
、
道
路
、
水
路
等

の
国
有
地
を
含
め
て
、
全
体
で
３
万
４
８
７

４
㎡
で
す
。
ま
た
、
用
地
買
収
面
積
に
つ
い

て
は
、
約
３
万
３
０
０
０
㎡
を
予
定
し
ま
す
。

問

用
地
の
地
権
者
へ
の
説
明
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

保
健
福
祉
部
長　
個
別
に
地
権
者

を
訪
問
し
、
建
て
替
え
整
備
事
業
の
概
要
説

明
を
行
い
、
ご
理
解
と
用
地
買
収
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
２
年

２
月
に
、
病
院
に
お
い
て
地
権
者
お
よ
び
近

隣
住
民
へ
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

問

建
設
予
定
地
は
農
地
の
除
外
申
請

手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
重
要
変
更
と

な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答

経
済
環
境
部
長　
土
地
収
用
法
第

３
条
第
24
号
の
公
共
の
利
益
と
な
る
事
業
の

公
的
医
療
機
関
に
該
当
す
る
た
め
、
軽
微
変

更
と
し
て
手
続
を
進
め
て
い
ま
す
。

問

農
地
法
５
条（
所
有
者
以
外
が
農

地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る
場
合
）の
許

可
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

農
業
委
員
会
事
務
局
長　
今
回
の

事
業
に
つ
い
て
は
、
土
地
収
用
法
の
事
業
認

定
に
と
ど
ま
る
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、

農
地
転
用
申
請
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

問

今
後
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答

保
健
福
祉
部
長　
開
院
を
令
和
６

年
５
月
に
予
定
し
て
お
り
、
工
事
お
よ
び
開

院
準
備
期
間
等
か
ら
、
令
和
４
年
７
月
に
工

事
着
手
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
有
地
に
つ
い
て

問

市
有
地
で
利
用
し
て
い
な
い
空
き

地
件
数
と
面
積
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

財
政
課
長　
普
通
財
産
で
未
利
用

の
土
地
は
、
29
件
、
２
万
５
８
６
７
㎡
で
す
。

問

未
利
用
地
は
普
通
財
産
に
切
り
替

え
、
市
民
の
理
解
を
得
て
、
売
却
の
方
向
で

検
討
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

答

市
長　
現
在
、
市
有
財
産
の
売
却

や
民
間
提
案
制
度
等
の
事
例
調
査
を
行
っ
て

お
り
、
公
売
制
度
等
に
つ
い
て
も
制
度
化
で

き
る
よ
う
検
証
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
未
利
用
地
の
売
却
等
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
管
理
費
用
の
削
減
や
財
源
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

利
用
頻
度
の
少
な
い
施
設
は
精
査

し
、
他
の
施
設
と
の
統
合
を
積
極
的
に
進
め

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、ど
う
で
す
か
。

答

市
長　
市
公
共
施
設
個
別
施
設
計

画
で
は
、
各
施
設
の
集
約
化
や
廃
止
等
の
具

体
的
な
将
来
の
方
向
性
を
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と

と
も
に
定
め
て
い
る
た
め
、
今
後
は
本
計
画

に
基
づ
き
、
施
設
の
再
配
置
等
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

教
育
関
係
施
設
も
借
地
が
多
い
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答

教
育
長　
将
来
的
に
は
、
施
設
の

位
置
や
老
朽
度
、
借
地
等
の
財
産
面
も
含
め
、

市
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
い
て
、

施
設
の
再
配
置
を
視
野
に
入
れ
た
統
廃
合
を

進
め
る
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問

山
武
警
察
署
管
内
の
過
去
３
年
間

の
交
通
事
故
件
数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

市
民
部
長　
平
成
30
年
は
１
３
６

件
、令
和
元
年
は
１
３
０
件
、令
和
２
年
は
１

０
４
件
で
あ
り
、そ
の
う
ち
、自
転
車
が
関
係

す
る
交
通
事
故
は
、
平
成
30
年
は
26
件
、
令

和
元
年
は
25
件
、令
和
２
年
は
15
件
で
す
。

問

中
学
生
の
自
転
車
通
学
者
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答

教
育
部
長　
市
内
中
学
校
の
自
転

車
通
学
の
生
徒
数
は
、
平
成
30
年
度
は
１
０

８
４
人
、
令
和
元
年
度
は
１
０
６
８
人
、
令

和
２
年
度
は
１
０
２
０
人
で
す
。

問

自
転
車
保
険
へ
の
加
入
推
進
方
法

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

教
育
部
長　

新
入
生
説
明
会
で
、

加
入
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
す
る
ほ
か
、

各
家
庭
へ
の
資
料
配
布
や
学
校
だ
よ
り
へ
の

掲
載
を
通
じ
て
、
加
入
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

問

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
促

進
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
で

質
問
し
ま
し
た
が
、検
討
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答

市
民
部
長　
平
成
28
年
10
月
に「
千

葉
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に

関
す
る
条
例
」が
公
布
さ
れ
、翌
年
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
本
市
で
は
本
条
例
に
基
づ
き
、保

険
加
入
の
促
進
に
向
け
た
広
報
紙
へ
の
掲
載
、

中
学
生
の
保
護
者
や
駅
前
自
転
車
駐
車
場
利

用
者
へ
の
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

い
つ
加
害
者
と
な
る
か
分
か
ら
な

い
交
通
弱
者
の
た
め
に
も
、
本
市
に
お
い
て

保
険
加
入
を
義
務
化
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

答

市
長　
県
の
条
例
は
、
市
民
も
含

む
県
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
の
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
に
制

定
さ
れ
て
お
り
、

県
で
し
っ
か
り

対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

さんむ21 能
の

勢
せ

秋
あき

吉
よし
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